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アメリカの中国研究についての見聞記

(束京都立大学)坂元 ひろ子

｢中国なき中国研究｣が問題なのは論をまたな

い｡,では,どうやら日本の大学の輪つぼ型の講座

制とも密接な関係をもつ,いわばオタッキーな

｢日本でしか通用しない中国研究｣はどうか｡日

本語の使用からして,'言語の ｢帝国主義｣めいた

英語の使用と比べて不利だという事情はある｡そ

れでも他国での研究と対話可能で,現に重視され

ている研究が皆無なわけではない｡だが,さまざ

まな分野,局面で日本が指弾されているように,

この分野でも,全体として c̀lose'だとの印象は

免れない｡さすがに中国との学術交流は増えてき

たものの,日本人側はともすると資料漁りに没頭

しがちで,知的交液になりえているかはなおも大

いに疑問だ｡

このたび ｢脱亜｣を思い立ち,世界各地からの

研究者を受け入れているアメリカの一隅に身をお

いてみた｡彼の地より眺めれば,日本の研究群は

やはり,中国語圏と欧米言語圏の研究の知的交通

から離れて,孤塁を守っているように見えた｡自

己反省も込めてのことだが,閉鎖性突破に向け,

せめて現実的な情報を供しておきたいと思う｡

i1.ハーバード大フェアバソク･セソタ-

前の勤務先,山口大学教養部から海外研修の形

で,私はハーバー ド大学フェアバソク･セソタ-

TheFairbankCenterforEastAsianRe-

searchに1991年夏から93年春先まで滞在する機

会を得た｡このセソクーへの訪問学者の受入れは

理事会で決められておりi私の場合は,中国での

学会に何度かともに出席して親しくなった林硫生

民の推薦により,同セソクー理事のペソジャミソ･

シュオルツ氏の協力を得たことで迎えられた｡

私が到着して間もなく亡くなった,アメリカに

おける中国近代史学の開山ともいうべきジュソ ･

フェアバソクの名を冠したこの研究セソターは,

アメリカでの中国学において今も大きな役割を果

たしている｡ハーバード各学部 (歴史 ･人柄学 ･

社会学 ･政治学等)及び近隣の大学所属のアジア

学の研究者たちが常時,籍をおいてオフィスをも

つだけでなく,近現代を中心とした中国学の諸分

野の研究者および研究協力者が国内外から相当数,

ここで研修する｡韓国 ･朝鮮部門も,研究所長が

フェアバソク･セソタ-の理事会メylt-となり,

オフィスも同所に置かれることになった｡所長は,

昨夏までは中国共産党史研究で有名なマックファー

カー R.MacFarqhar氏,その後陣広東中心の

文化人塀学で知られるジェイムズ･ワトソソ J.

Watson 氏が引き継いでいる｡

このセソタ-の主な活動性,研修の受入先となっ

ていくつもの研究プロジェクトを推進し,その成

果を発表するほか,図書室 (ここの書籍数は多く

はなく,さまざまな理由から,中国共産党史関係

に偏っている)の運営,各種の公開セミナー (毎

過)やワークショップの開催,そしてニュー ･イ

ソグラソド･セミナー く会員はこの地域の人だが,

全国から講師を招く中国学会)や各種シソポジウ

ムの開催母体や後援団体となるごとだ｡また,今

年からは未出版の本に対するフェアバソク賞も出

すことになった｡

随時一多い時はほとんど毎日のように一開かれ

る同セソタ-のセミナーおよび定期的なニュー ･

イソグラソド･セミナーの組織運営は,ポス トソ

大学のマール ･ゴール ドマソM.Goldman氏

が采酉己をふるっていた｡彼女はフェアバソクの高

弟の一人にして同セソタ-理事,同セソタ-の中
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心人物のひとりで,五四から現在の中国知識人の

研究で知られる｡その夫(マ｢シヤール)も同じ建物

内のロシア研究セソタ-で括虚し,ソ連解体時に

は毎日のようにテレゼに登場したロシア学の権威

だけあって,彼女は国際関係への目配りがきく｡

また中国の人権問題で活躍していて,プッシェ時

代にもベーカー長官から諮問されたりはしていた

ようだが,彼女の支持する民主党のクリソトソ政

権からは,人権問題の国連委員会への代表に任命

されている｡それだけに,いわゆる天安門事件が

らみの人権問題に焦点をあわせた人選,セミナー

の設定が目立ち,そこに_ある種の ｢西欧中心主義｣

を喚ぎつれ 批判的な人々もいないわけではなかっ

た｡ちなみにビジネス部門は別だろうが,ここに_

集まった中国学者たちはほとんどみな民主党支持

者 しかも熱烈なそれだ｡特に逆転劇でもりあがっ

た大統領選があった時期だ桝 こ,かたや中国や台

湾からの訪問学者が枚ぼ軒並み共和党びいきなの

と際立った対照をなしているのが印象的だった｡

それにしても,国内外各地の研究者の現時点で

の関心事がいながらにして直接知りうるのは (実

際,会いたかったアメリカの学者の大半とここで

会えた),日本のように情報の-ないし二極への

集中のないアメT)カで古も ことに貴重というべき

だ｡

中国学だけでも他分野にわたるし,数年来,続々

と渡米してきた中国知識人 (薪紹智,戴晴,王君

望,王若水氏,またプリソス トソにいる蘇暁康民

ら)とも常時,凄蝕が可能となる｡また,同セソ

タ-と同じビルにある日本研究 (ライシャワ一 ･

七ソタ-と米日関係プログラム)やロシア,韓国･

朝鮮,国際事情等の各研究セソクー等のセミナー

も同時平行でなされているだけに,パノラマ的に

視角を広げるには恰好の条件が備わっている｡た

だ,それ以前,教養部に籍をおいていた私の閑心

からの難をいえば,哲学 ･文学や理科系の関係者

が常時,集う場所ではないという点ということに

なろう｡

Lさて,セソタ-pFよろ大きなシソポジウムの組

織七は,アメリカでも全国親横では初めてという,

女性に焦点を当てて中国をジェソダー (日本でみ

られるイリイチー玉野井的な意味に限定されてい

ない)という視角から検討する,画期的なシソポ

EngenderirngChina- Chinesewomen,cul-･1

tureandthestateの開催が昨年二月にあったg

若手の女性研究者の尽力があっての実現だが,ゴー

ル ドマソ女史の組織上の手腕もまた無視できなV､

だろう｡開催は四日間にわたり,中国や台湾から

招いた研究者はもとより,国内のC.フアース,S;

ナキャソら司会者 ･パネラー･コメソティクーの

いずれもほとんど女性を連ねた｡その数,七,A

十人にものぼろうか｡内容的にはまだ事始めとい

う印象が否めず,中国とアメリカの研究者の議論

のすれ違いもEl立ったとはいえ,.まことに壮観,.

羨ましい限りだった｡日本にどれだけの女性の中

国学研究者がいるだろうか｡ジェソダーという視

角からして十分に重視されていないこともあわせ,

これらの点でも孤立だ｡なお,この時のベーパヰ

は今年にもハーバー ド大から出版予定だという｡,

もう一つセソタ-の後援で,中国におけるユダ

ヤ人の問題をとりあげた大集会が昨年八月にあら

た｡JewishDiasporasinChina:Comparative

andHiitoriCalPerspectivesで,中国のほか,

日本も含め,世界各地から学者を呼び,三日にわ

たるシソボを展開した｡これは,舌代,開封のユ

ダヤ人と上海を根城にしたユダヤ人財親,そして

ナチ期に難を逃れて流れてきたユダヤ人の問題を

連続させるに杜,シュオルツ氏のコメソトにもあっ

たことだが,無理があった｡それでも,激論が戦

わされ,中国学ではユダヤ人はマイナーとはいえ

ないアメリカで,ユダヤ人といっても想像以上に

多様化していること,大戦中,-部日本外交官が

避難に協力したことへの積極的な評価など,興味

を引くこ'とは多かった｡
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もっと小規模な研究会,普通月一回の各ワーク

ショップはそれぞれの専門の人が運営に当たって

いる｡たとえば中国 ･台湾のニェ-スを追うのに

重宝した ｢現代事情｣は政治学や経済学のプロパー

が共同で,新しく発足したジェソダー学抹ハーバー

ドに移ったばかりのルービー ･ワトソソ (所属

は美術館,専門は所長の夫と同じく文化人栴学)

氏や近 くの大学の若手クリス･ギルマーティソ氏

が,台湾学はハーバー ドの民国史のカービーW.
Kirby氏,現在は準備段階のベ トナム学のはハー

バー ド歴史学のタム ･タイ Hue-Tan HoTai

氏といった具合だ｡ここでも女性研究者が大活躍

している｡

それと特筆すべきなのは,毎昼食時,同じ建物

内のカフェテT)アにおける ｢非公式の集まり｣だ｡

フェアバソク現役時以来の ｢チャイナ･テーブル｣

は今も続き,これは他分野の人たちも羨んでいる｡

たまたまハーバー ドにやって来たアジア学研究者

もよく顔を出し,1私には耳学問,一倍報収拾のまた

とない場Tt･あった｡'全国の学者め研究動向,▲新本

解介,授業の様子から大統領選をはじめさまざま

なレベルの政治の話まで,･.話題は尽普る七とない｡

羨まい ､こ社に,論文や本の公表前kl原稿をB]し

て読みあう習慣があるが,､:その交渉の場にも使わ

れる｡近 く̀の名門女子大L(Wellesl'eycollege/)釈

属でもソタ｣理事のポール'･コ-エソ氏やす.ドパ

イザーと.もいうべき,B.シュオルツ氏ともほと

んど毎日のようた昼食をともにしながら話をする

(もちろん聞く方が圧倒的に多かったが)ことが

できた｡すでに教授職は退いたシュオルツ氏は

｢チャイナ･テーブル｣の常連にしてそこに欠か

せない主役でもあるoフェアバソクとともにこの

セッターを作り上げた最大の功労者だということ

には誰しも異存ないだろう｡厳復を論じた彼の主

著の翻訳版の数は彼自身の把纏をこえるが,皮肉

なことに,彼の手がける思想史は今やマイナーな

領域となっている｡

ハーバー ドの東アジア学は当セソタ一に集まる

各学部所属の他 言語と文学の分野は;これもア

メリカでは多い,東 アジア言語 ･∫文明部 East

AsianLanguagesandCivilizations (略称 E

ALC)に属する｡これはフェアバソク･セソタ-

から徒歩五分程度のところに位置する燕京図書館

と同じ建物にオフィスをおいている｡その代表者,

杜推明氏は ｢儒教第三期発展｣説 (これはさすが

に不人気だったとか)に続く ｢文化中国｣cuト

turalChina説で海外華人のネットワークを作 り

つつある｡だが,近現代文学や前近代中国研究者

を含む EALCの所属の人たちは,月一度,前近

代中国セミナーを開催する以外はあまりセソタ一

に足を遥ばないのが残念だったが｡

S2.ハーバ- ド燕京図書館

所属 したセソタ-の図書は私の専門ではさして

利用価値はなかったので,オフィスはもらったが,

国書を見るのはアメリカで最も充実したアジア関

係国書館のひとつ,燕京図書館が主とならた｡ア

メリカlの大学の常として燕京図書館の方は学期中

は夜十時まで開いているし く治安の極め･てよい非

都市部の大学札 汁二時rま:T･開く､)､,善本重め本

を除き,旧雑誌等も自由にコピ牛ができる｡ ･大量

の本を長期た貸し出してくれ,.また亭庫内の閲覧

用小デスクを捉供され,､そこに本をストックして

おくことも可能だったので,̀非常吐便利であ.ちた｡

多くが中国 ･台湾 ･韓国出身者で占める司書がと

ても親切で,利用が管理に優先するという当然の

ことが本当に行われているという点で,印象に残

る.普通の図書館業務の他 たせえは新しく購入

した二十五史引得コソピューター ･ソフトの使用

講習会なども行ったりしている｡望むらくは,大

変な困難を伴うとはいえ,漢籍のコソピューター

への入力実現の早からんことを｡また,どこでも

探すのに苦労しているらしいが,日本における日

本以外のアジア学に詳しい司書を早く確保して欲

しいものだ｡こんなことからも日本における研究
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の孤立化にみすみす摘草がかかってしまうのは残

念だ｡とても保存の意味がないものが多々ある一

方,代表的な研究書がまま備わっていない｡

ここの図書を利用し尽くす時間的余裕はとても

なかったが,専門の関係からいっても,民国期の

雑本,雑誌が豊富なのには日を奪われ,それらの

コピーに相当,時間を割くことになった｡また帰

国近くなって,ハーバード滞在中の京都大学人文

研の水野直樹氏のアドバイスもあり,善本室に通

い,一生の多くをYMCA活動を通して中国をは

じめアジア各地で過ごした宣教師のJ.フィッチの

文書を手分けしてチェックしたりもした｡これは

宣教師の中国観に興味をもってのことだったが,

まずは四十数個にもなる大箱に手紙 ･手稿 ･印刷

物から写真,各種の記念品にいたるまでがほとん

ど無秩序の状態で詰め込まれているのには望洋興

嘆のみ｡それでも,反共の宣教師ながら延安にか

けつけた時の周恩来の招請状に意外な思いをもっ

たり,南京虐殺時に南京に止まった数少ない外国

人の一人であることを思い出させる丸秘印の手紙

塀が日にとまり,最近日本で刊行された資料集に

も未収のその惨状の記述に釘付けになったりもし

た｡こうした未整理のアーカイブ額は他にも多い｡

胡漢民関係のもそのひとつで.これらはコピーが

自由にはできないこともあり,時間的にみてやは

りここの研究者なり大学院生の研究に委ねた方が

よいと判断し,関係者にその旨,伝えるほかなかっ

た｡ともかく資料には事欠かない,という印象を

もった｡

なお燕京図書館を含むYenchinglnstituteでは

毎年,四十歳くらいまでの東アジア各国の研究者

を招き,十一ケ月分の生活費 (ただし一人分程度)

と往復旅費を支給している｡限られた大学にしか

募集がゆかず,私も応募L択ねたが,実は直接,

応募することも可能だということなので,志ある

方には試みられるようお勧めする｡

S3.その他

ハーバードで妹,たとえば,キューソ,カービー,

ワトソソ氏らの大学院ゼミに出席し,貴重な体験

もえた｡中国関係では,大学院生は日本と同様,

アジアからの留学生が大半を占める｡学生の人気

は文化人釈学かE.ボーゲルやA.ウオルダーらの

いる社会科学系に傾いている｡日本とは逆に,学

生は概して,高校まであまり勉強していないせい

か,大学での向学意欲は強く,また各科目で読書

リストが配られて多くの読書が要求されるだけに,

実際よく勉強し,よく質問するので気持ちがよい｡

学生による教師の評価というのもこういう環境で

あれば生まれるであろう｡もちろん学生も教師も

テソショソが高いわけで,弁論術もが鍛えられて

ゆくゼミには舌を巻くばかり｡システマティック

な教育で,博士論文取得や常勤職の獲得のために

理論を競うには確かに適している｡反面,日本で

は主流の文献ro詳細な読み合わせ方式は非常に少

ないため,古漢文の読書力では問題が多いが,こ

れは台湾への留学や数多い優秀な中国人留学生の

活用で補おうとしているようだ｡

ハーバード関係で紙幅を費やしてしまったが,

AASの年次大会に参加したし,林硫生氏に招か

れ,ようやく出国が実現した季沢厚氏とも再会す

ることのできたウイスコソシソ大学をはじめ,ミ

シガソ,コネール,プリソストソ等の多くの大学

も訪問,帰国途上には明･清研究の盛んなUCL

Aに立ち寄り,それぞれ収穫を得た｡各地で世界

各国からの,とりわけ従来,近くて遠くもあった

韓国や台湾からの苦手研究者との交流ができたこ

とは望外の喜びであったことを言い添えておきた

い｡今後の研究視野の拡大,私なりに目持す ｢日

本でしか通用しない中国研究｣打開の努力に鍵と

なる交流であったと倍じるからだ｡




